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衆議院予算委員会ニュース

平成 24.3.1 第 180 回国会第 19 号

3月 1日（木）、第 19回の委員会が開かれました。

１ 平成 24年度一般会計予算

平成 24年度特別会計予算

平成 24年度政府関係機関予算

・高校無償化等政策効果検証と復興・防災・エネルギー・原子力などについて、野田内閣総理大臣、岡田国務大臣

（行政改革担当）、玄葉外務大臣、安住財務大臣、平野文部科学大臣、小宮山厚生労働大臣、鹿野農林水産大臣、枝

野経済産業大臣、前田国土交通大臣、平野復興大臣、松原国務大臣（国家公安委員会委員長）、中川国務大臣、末松

復興副大臣兼内閣府副大臣、松下復興副大臣兼内閣府副大臣及び参考人に集中審議を行いました。

（参考人）原子力安全委員会委員長 班 目 春 樹君

２ 分科会設置に関する件

・平成 24年度総予算審査のため、８個の分科会を設置することに協議決定しました。

・分科会における会計検査院当局の出頭要求について協議決定しました。

・分科会における政府参考人の出頭要求について協議決定しました。

（質疑者及び主な質疑内容）

大 島 敦君（民主）

・今回の沖縄訪問に際しての野田内閣総理大臣の沖縄に対

する想いについて伺いたい。

・昨日関連法案が成立した国家公務員の給与引下げについ

ての野田内閣総理大臣の所見を伺いたい。

・平野復興大臣、末松復興副大臣及び松下復興副大臣の被

災地復興に向けた想いについて伺いたい。

田 島 一 成君（民主）

・高校無償化により、中途退学者の減少等、一定の効果が

出ていると考えるが、文部科学省としてはどのような政

策効果が出ていると考えるのか。

・高校無償化に所得制限を設けることとした場合に想定さ

れる問題点について、平野文部科学大臣に伺いたい。

・高校無償化制度の堅持に向けた野田内閣総理大臣の決意

を伺いたい。

玉 木 雄一郎君（民主）

・田園、農村の重要性について野田内閣総理大臣はどう考

えているか。

・農業者戸別所得補償制度には営農の集約化機能が内在さ

れていると考えるが、鹿野農林水産大臣の所見を伺いた

い。また、同制度の法制化は必要なのではないか。

・農業予算の確保のためにも、社会保障・税一体改革を行

う必要があるのではないか。

中 島 正 純君（国民）

・マニフェストの実績については、国民に十分な説明を行

う必要があるのではないか。また、岡田国務大臣はマニ

フェストの中間検証について、どう考えているか。

・大規模災害等に対する危機管理体制の構築状況と、東日

本大震災への対応の総括について、野田内閣総理大臣に

伺いたい。

浅 野 貴 博君（大地）

・我が国のエネルギー政策における、調達先の多国化につ

いて野田内閣総理大臣に伺いたい。また、ロシアからエ

ネルギーを調達することについてはどう考えるか。

下 村 博 文君（自民）

・中国が南京大虐殺記念館において、同犠牲者を 30 万人

とするプロパガンダを行っていることに対しては、抗議

すべきではないか。

・高校授業料無償化について、所得制限を設けることや私

立高校への就学支援における自治体間格差の是正等を柱

とする自民党の案に対して、野田内閣総理大臣はどう考

えるか。

・警察庁によれば、朝鮮学校は北朝鮮と繋がる朝鮮総連と
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関係があるとされるが、同学校は総連から教育基本法の

「不当な支配」を受けていると考えられるため、文部科

学省が無償化の審査を行うこと自体、おかしいのではな

いか。

馳 浩君（自民）

・朝鮮高校の無償化申請に対し、一年半の間返答を行って

いないことは行政手続法上不誠実であると考えられるが、

早く返事を出すべきではないか。

・高校無償化について、一定の所得制限を設けた給付を行

うなどの方法をとる方が財政規律の観点から適している

のではないかと考えるがいかがか。

・2006 年の文部科学委員会において野田内閣総理大臣は

日本史の必修化について提案されていたが、今もその考

えには変わりがないか伺いたい。

赤 澤 亮 正君（自民）

・戸別補償制度を実施した代わりに土地改良の予算を削り

すぎていること、自給率の向上効果が見られていないこ

とについて鹿野農林水産大臣の所見を伺いたい。

・戸別補償制度の検証を行うこととした三党合意につい

て、民主党のその後の対応が誠実だったと言えるか岡田

副総理大臣に伺いたい。

・ぶら下がり取材を行っていないことで意見を国民に発信

する機会が少なくなっているのではないかと考えるが、

野田内閣総理大臣の所見を伺いたい。

小 里 泰 弘君（自民）

・作付面積の拡大による米の生産の効率化には限界がある

のではないか、鹿野農林水産大臣に伺いたい。

・ＴＰＰは事実上の日米自由貿易協定であると考えるが、

玄葉外務大臣の所見を伺いたい。

・ＴＰＰよりもＡＳＥＡＮ＋３やＡＳＥＡＮ＋６の枠組を

重視すべきと考えるが、玄葉外務大臣の所見を伺いたい。

梶 山 弘 志君（自民）

・東京電力福島第一原子力発電所事故当初、米国に情報を

提供できなかった理由及び政府が情報開示を拒んだ事実

の有無について、枝野経済産業大臣の認識を伺いたい。

・事故当初の炉心溶融（メルトダウン）の可能性の認識に

ついて、斑目参考人に伺いたい。

・国会事故調査委員会において、放射性物質の拡散を予測

するＳＰＥＥＤＩは役に立たない旨の発言をした理由に

ついて、斑目参考人に伺いたい。

城 内 実君（自民）

・皇位継承の在り方について、野田内閣総理大臣の所見を

伺いたい。

・領土及び国土保全に関する政府の対処について、野田内

閣総理大臣の所見を伺いたい。

・環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定に参加した場

合の具体的なメリットについて、野田内閣総理大臣の所

見を伺いたい。

富 田 茂 之君（公明）

・３党幹事長による確認書では高校授業料の無償化につい

ては政策効果を検証し、必要に応じて予算に反映するこ

とを含めて誠実に対処することとなっているが、野田内

閣総理大臣の所見を伺いたい。

・進学も就職もしていない子どものいる世帯が、高校授業

料無償化に伴う特定扶養控除の廃止の結果最も負担増と

なっており、手当てをする必要があると考えるが安住財

務大臣に検討状況を伺いたい。

・給付型奨学金の導入については自民・公明に加えて民主

党からも賛同する議員がいる。反対しているのは財務省

だけであると認識しているが、安住財務大臣の所見を伺

いたい。

池 坊 保 子君（公明）

・野田内閣総理大臣の教育行政に取組む姿勢及び高校授業

料無償化に対して考えている理念について伺いたい。

・現行の貸与型の奨学金では若者は借金を背負って社会に

出ることになる。給付型奨学金を導入すべきと考えるが

野田内閣総理大臣の所見を伺いたい。

・社会全体で子どもを育てるという理念に基づく高校授業

料無償化においても、所得制限を設けるべきと考えるが

野田内閣総理大臣の所見を伺いたい。

穀 田 恵 二君（共産）

・現行の衆議院選挙制度の導入に携わった人物が、現行制

度の小選挙区比例代表並立制のマイナス面について言及

しているが野田内閣総理大臣の所見を伺いたい。

・民主党マニフェストでは「時代に合わない国の大型事業

は全面的に見直す」とされているが現状では全面的な見

直しは行われていないのではないか。

・行政刷新会議が 2011 年 11月に実施した事業仕分けの提

言どおりに公共事業の見直しは行われていないのではな

いか。
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服 部 良 一君（社民）

・民主・社民・国民による三党合意の履行が不十分である

ことについて、政権交代に期待した人々に対し、裏切り

ではないと言えるのか、野田内閣総理大臣の見解を伺い

たい。

・政権交代後に非正規労働者数が増加しているが、これは

政策の失敗によるものか、それとももう少し時間が必要

なのか、小宮山厚生労働大臣の見解を伺いたい。

・福島第一原発事故の検証や安全指針の見直しが完了する

までは原発再稼動はありえないのではないかと考えるが、

野田内閣総理大臣の所見を伺いたい。

柿 澤 未 途君（みんな）

・食品中の放射線物質に係る新規制値について、公衆衛生

や放射線防護の観点から合理性のある規制値であると考

えるか、小宮山厚生労働大臣に伺いたい。

・原発再稼動は必要であるとの見解を持つに至った理由に

ついて、枝野経済産業大臣に伺いたい。

・専門 26 業務派遣適正化プランによって派遣労働者の大

量失職が生じているという認識を、小宮山厚生労働大臣

は持っているか伺いたい。

斎 藤やすのり君（きづな）

・給食の放射能検査機の設置をスピードアップすべきであ

ると考えるが、来年度予算で検査機の購入予算は計上さ

れているか伺いたい。

・牛乳の放射能検査は、複数の業者が搾った牛乳をタンク

に入れてから行われているが、タンクに入れる前に検査

ができないのか伺いたい。

３ 理事の補欠選任

・理事の補欠選任を行いました。

理事 高 木 陽 介君（公明）（理事高木陽介君今 1日委員辞任につきその補欠）


